
【サービス利用見込量】取組と目標に対する自己評価シート 

 

年度 令和７年度 

 

前期（中間見直し） 

実施内容 

 

自己評価結果 

 

課題と対応策 

 

 

後期（実績評価） 

実施内容 

「サービス見込み量進捗管理作業シート」を活用して、計画値と実績値の乖離状況及び

要因について考察を行う。 

自己評価結果 

「サービス見込み量進捗管理作業シート」を活用して、計画値との乖離状況・要因の考

察を行った。 

課題と対応策 

計画値が小さいサービス項目については実績値との乖離が目立った。計画値は過去実績

の推移を基に推計しているため、計画値と実績値との乖離が大きい項目については、利用

者を分析し、増加（又は減少）している原因を把握することで、数字以外の検討事項とし

て次期計画の計画値を推計する際に活用し、乖離の幅を減少させる。また、必要に応じて、

アンケート調査等により原因の検証を行う。 

 


